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１． 研究背景 

近年,私たちの身の回りにはソフトウェアやシス

テムがたくさん存在し,生活に与える影響も大きく

なってきている.そのため安心で安全な社会の実現

のためにシステムやソフトウェアの品質向上が重

要である.システムやソフトウェアの品質を左右す

るものが要求仕様の品質である[1].要求仕様は要

求分析の成果物であり,要求に曖昧さやモレが存在

すると,テストの評価基準が定まらない,項目抽出

モレなどの問題が発生する.特に品質要求について

は,定量的でなく曖昧な記述になることが多い[2]. 

２． 先行研究 

SOLIZE Engineering 社との共同研究[3]で USDM

形式の要求記述に対して記述パターンを作成し,要

求文の品質向上を図る研究が行われている.この研

究では機能要求のみを対象とし,品質要求について

は対象外である. 

３． 研究目的と技術的課題 

本研究では,システムやソフトウェアの品質に大

きな影響を与えること,要求文の例が比較的豊富で

あることの 2 点から性能要求に焦点を当て,品質向

上を目的とする性能要求文の記述パターンを提案

する.また「定量的評価基準を設定する」ことを前

提として以下の 4 つを記述パターンに求められる

要求事項とする. 

Ⅰ 記述パターンに従うことで曖昧さが減る 

Ⅱ 記述の際に不自然さがない 

Ⅲ 性能要求を網羅している 

４． 研究手順 

本研究は以下の 4 つの手順で研究を進めた.なお

記述パターンについては,ISO/IEC 25010 で定義さ

れている性能効率性の品質副特性[4]を基準に作成

する.  

①文献調査と測定量の抽出・分類 

②品質副特性ごとの記述パターン作成 

③記述実験による記述パターンの評価 

④ツールを用いた記述パターンの評価 

 

 

 

 

 

 

５． 研究内容 

5.1 性能要求の文献調査 

性能要求は,「ある機能やタスクが,どの程度高

性能に実行されるべきかを定義する要求」[5]であ

る.応答時間や扱うデータ量のサイズ,スループッ

トやリソース使用の効率性などが該当する. 

5.2 測定量の抽出と分類 

測定量の抽出については,網羅性を満たすため

[4],[6]-[8]を参考にした.表 1 は品質副特性ごと

に該当する測定量をまとめたものである. 
表 1 品質副特性ごとの測定量 

品質副特性 測定量 

容量満足性 同時アクセス数,データ量,記憶容量など 

資源効率性 各種リソース使用率 

時間効率性 応答時間,スループット,ターンアラウンド

タイム 

通信帯域については,すべての参考文献に項目と

して記載があったが,品質要求ではなく制約条件と

判断し.測定量からは除外した. 

5.3 記述パターンの作成 

さまざまな文献[7]-[9]から要求文の例を収集し,

品質副特性の定義および各測定量の性質を参考に

して記述パターンを作成した. 

5.3.1 容量満足性 

「製品又はシステムのパラメータの最大限度が

要求事項を満足させる度合い」という定義を考慮

し,対象パラメータの最大値を記述するようなパタ

ーンとした. 
表 2 容量満足性 

説明 システムが許容できる外部的入力の最大値 

パターン <製品>or<システム>の<容量>は,{<状況>で}

最大(数値)(単位)であること 

 
5.3.2 資源効率性 

「製品又はシステムの機能を実行するとき，製

品又はシステムで使用される資源の量及び種類が

要求事項を満足する度合い」という定義を考慮し,

各種リソースの使用率がある数値以下であること

を記述するようなパターンとした. 
表 3 資源効率性 

説明 機能実行の際に使用する資源に対する要求 

パターン <機能・処理 >の <測定量 >は ,<状況 >で 

(数値)%以下であること 
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5.3.3 時間効率性 

 時間効率性については,1 つのパターンで該当す

るすべての測定量を含むことが困難であるため,

「スループット」と「応答時間・ターンアラウン

ドタイム」の 2 つとした.また時間効率性について

はテストを考慮し,記述パターン内に順守率を設け

た. 
表 4 時間効率性(スループット) 

説明 処理リクエストのスループットに対する要

求 

パターン <製品>or<システム>に対する<要求内容>の 

スループットは,<状況>で(数値)(単位)と

し,順守率は(数値)%以上であること 

 

表 5 時間効率性(応答時間・ターンアラウンドタイム) 

説明 機能や処理の応答時間,ターンアラウンドタ

イムに対する要求 

パターン <機能・処理>or<機能群>の<測定量>は, 

<状況>で(数値)(単位)以内とし,順守率は

(数値)%以上であること 

 

６． 記述パターンの評価 

記述パターンの評価として記述実験およびアン

ケートによる評価を行った.  

品質要求を学ぶワークショップのソフトウェア

関連企業からの参加者 16 名を対象に,ワークショ

ップ後に記述パターンに沿った要求文記述を行っ

てもらい,その後アンケートを実施した. 

アンケートでは「記述パターンを用いることで

曖昧さが減るか」「記述時における不自然さはな

いか」の 2 点を質問し,4 段階のうちどれに当ては

まるかを回答してもらった. 
表 6 記述パターンを用いることで曖昧さが減るか 

 
 

表 7 記述時における不自然さはないか 

 
 

 

 

アンケートの結果,「減る」「そこそこ減る」お

よび「感じない」「ほとんど感じない」と回答し

た件数が容量満足性は 13 件以上,資源効率性は 13

件以上,時間効率性(スループット)は 14 件以上の

回答数であった.2 つの質問のどちらも肯定的な回

答の割合が 80%を超えていたため,3 つの品質副特

性すべてにおいて記述パターンの有効性と不自然

さのなさを確認できた. 

７． まとめと今後の課題 

今回の研究では,非機能要求の記述において問題

となっている定量的基準がないことによる曖昧さ,

記述の難しさを解決するための取り組みとして性

能要求に焦点を当て,一意性のある文章記述の実現

を目的に記述パターンを作成した.実験の結果,曖

昧さの軽減ならびに網羅性を確認できた. 

今後の課題としては,本研究で作成した品質要求

に対する記述パターンは性能要求の範囲のみであ

り,その他の品質要求については除外している.そ

こで他の品質要求に対しても記述パターンを作成

することで,より曖昧さのない要求仕様書の記述を

目指す. 
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